
離島草地の利用技術に関する試験  

〔目的〕   

昭和58年皮から離島振興事業、構造改客車業、および駆遵奉業忙よって島晩産業振興のたや、  

人工草地妃よる乳牛放牧育成事業が行われているが、これまでの経過から幾多の撒が操起され  

ている。その中で急を要するものとして、人工草地の東新な含めた草地の維持管理および放牧育  

成牛の発育遅延対策ならびに牧野陀おける外部寄生虫の防除法の解決に迫られているので昭和4ム  

年鑑より妻支術改善の資料を得るため本試験を実施する。   

〔試験の構成〕  

葦種の選定  

庵月巴基準の設定   

簡易更新法に関する予備網査   

放牧葵証  

育成試験   

育成効果判定  
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三宅牧野の維持管理に関する試験  

担当 経常部飼料作物宝 小休秋晩秋β  

三宅分場  浅沼：迅lも長谷川松雄  

鎌川 登  

〔目的〕   

島換は火山紗な主とする不良土壌に加えて、特異な気象条件下把あるため、草地の維持管理に  

ついても内地と異なる亭が多いので、革種、龍肥基準、更新法等托ついて試験を実施する。  

1－1牧草類適確選定試験   

〔試験方法〕  

（1）供試晶挿及び組合せ   

丁 ケンタッキー51フェスク、イ．ケンタッキーブルーグラス、ウー オーチャードグラス、  

エ チモシー、水 グリスグラス、カ バヒアクラス、敢ラメノクローバー、ク（7×キ）  

ケ （イ×キ）、ユ （ウ×キ）、・坑 （エ×キ）、シ （オ×キ〕、ス（カ×キ）  

喜十15処理  

（2）規模   

1P竺2m X2m、 1B＝15P、 5B＝59P  

（5）掃稗月日及び播種景（10a当）   

昭和4占年4月2日、いね科2晦、ラジ／1鞄  

（4）施肥食（10a当）  

（初年日）N9晦、埠q9Ⅹダ、鴫0ス2称、G200Kク  

（2年日）N9Kダ、ちq9鞄、粍07．2Kク、Ca了i〇〇晦   

〔試験結果〕  

（1）土壌分析成績  
判定頑0）は軋輯は中、（司は不艮七示す．  

（水）   瞳化カリ）  ＝朋／dⅥ）   （7呼）  （爪牙）  カ明喝）  刑苦蜘  

…‾  

P H   アH   

囁気伝主善度  全窒素  有効リン酸  筋換性  慣換性！置換性                 81．91管9   口  表層士  6．ム 0  5．㌻言  0〔）2  1．6，2  2．49  trac匂   痢烏   △  △  △  ×  ー×  ×    △  2  D・～15αIl 】痢由▼’  d．8 5  5．占 5  0．01  （ 乾  士 1 0  ダ 当  －‘クー？」畢∴  ‖           5  15～50（職 （判定〉  ‘，丁首  5．71  口．005      l      4  エビ還  ム7 5  5．7 占  0．0 0 5        －・一′1  題   
一15ムー   



N、P、K、G¢いずれもが欠乏している。とくに火山灰性土壁のため欠乏しやすい。有機   

質を施用Lて塩基の流出を防ぐ。表層から15即Iまで托は可成り牧草根の番組がみる．，塘燐を  

1e a当り2D o軸任地用したい。  

（2）単播区刈取成練  

第1回刈（4占．8．2）（ガ当グ）  

キー      グリ ス   
2 d   12   

パヒア ▲」    2 5  17  2 ら  51    18 0  4 4  

0  252⊥  2 9 2  4 4 0  4 d 4    28  弓 25  2Ji  2〔】  

T 204  1占  ロ  2 0  2  41d  5 5 占  2 2 4  5 5占    2 8  21  2し」15    80  12  0 1  0  

ンキ   ケンタッキー   

＼ ≧；㍗ニ     51  チモミ／m  わトゲナード   ダ  弓草 丈 15（Ⅷ   25    2 5  17    1トー BL空革景 8チ 24    18 0  44 ヱ＿92 弓25    ；その他 44ログ  540    2 5 2     ．草 丈 15の汀   2 0  28  
1占  

5 5 2   55占  

25e〝l   18   

2 0   I204  
12 0   

80  12  ‖   

2 D．5  2‘．5  拉憲±  B「生孝養  1るダ     1占     竃  5 8〔）ダ      41d       2 8  21   8ダ           町‾その他  5る8ダ     7 7 占  臼 8    平均草丈 平均ヨ三軍重  18．5の乃            l；・′  t■l   15 4．8     解〉他平i張            河 4る2・8㌢；270・8 ≡480．OF28B．7     ≡5   
第2匝】刈（4る．10．20）（〝デ当ダ）  

草．   15  15  丁‾言▼’  L＿＿＿】＿＿＿＿．  21  
「「■甘‾‾■－‾－      15  

1  

2 B   
15   7 0 4   

生革憲   口   18  巳 つ2  17 、了う  
8   

その他   512ダ   8 4 0   5ム 4   4 4 8   5 5 占  54D   
平均草丈  15．5m   15．7   15．D   1d．7   15．口   197  

0夢  0  18．8  ‘・ 8・0  l・2  
59 

48鼠2ダ  △40．0  475，2   452・町0・8  口 B  君  12cm  15             生重訂「 蜃  ○ア  D  2 0  4    2 0    4    54 4ダ   2占0 円  2 5 占  40 4   5 2 0   B［0     旦＿丈 皇軍重  15（調  10  2〔】           25 0    Uダ  D  5 る  4  0   その他  占12ダ  ！i2 0  8 0 0  5（）4  51占      5   竪旦   15亡m            －7㌻1      0  0   4  0                                                     その他平準睡              ヱ⊥    l 占81、2夢   
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（S）単播区の悸過   

春蒔であったため、初年冒の収黒鯛査は2同刈托止めた。たまたまこゐ場所忙雑草（カリヤ   

ス）が異状に発座し繁茂したため、牧草保護のため刈歎を行なったような給果となり、雑草収   

盤が主となり牧草の収量ほ僅少であった。しかしながら、このような悪条件下でも、牧草の越  

冬彼の相生は良好であるから、標準施肥Kより2年目の経過を注意深く観察したい。  

20〔】   

dOロ dOO   冒＿＿、  ダ／  ケyタツキー  濾  ブ ル ー   

1回刈  

ケソタツキー チモレー オーチャーF   

3l  

↓
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ヒ
 
 

ス
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2 回刈  

ケソタツキー ケソタツキー  チモシー オーチャーr  ダリ ス  バヒア  
ブ ル ー  31  

Ⅶ158－   



（4）ヲジノ混播区刈取成植  

第1匝l刈（4る．7．5）（†㌔当ダ）  

r紗ノ   バヒア×ラジノ  

草 丈   20（¶  ！2  完頑   lグリス×ラジノ 扁蒜   得て×可   そ㌣×舛／′    チ屯／－  Tラ；ノ  究ぞきテクノ       ㌢㍗ヲ叫   オーチ ヤード  チノノ         い4D㌢  25  18  115  14  PA  － 20  15 巨20   55  2（〕  1次 魚   59ム夢   4  408  ロ．8  592 4  28て了話   81空0   2口0  48∈亨  B 雑草婁   5るダ   51d   24   l ムβ4   448  
25  19   0  田  50  22  

15dダ  

51dダ  ．ム9♂  2t〕  9占0   

草丈  

＿1」 9≡＿＿－   
592  55占  584   548   AO8  

1．2  「2草丈 5   41∽ 2                50  了■・「汀T   22            口  5n4  」山聖4   4〔】  上空11る   420     52可‾‾誘   2占0   224               55  25  0  フ5  Sて 占8  25  乙2122 28j592   45125  B  板‾景  さ0ダ  ．772  4418AA   0  78口   1．Gld    ？2  548   i＿墾草東  524ダ         252   572   8△4  草丈平均   51αl  2  2エフ  20．0  15呵1エフ   シ85！225   25・7」21・G   40．5  225     524才！75舌タ   228【7572   8 55B  5588 8  52上）・95d．0   251」聖4月   1．5ムG  485．2     11，nる0．0グ   7‘ロ．0        5ロ92   占2     258，8ダ   j 5228   554．8    455．2      48  8．口    AO8  占21．2  
」＿．＿  

40．5  225  20工】  ヨ  1．5ムG  485．2  る752       占75．2   
▼「芯－ u     1占2月   

524    45125   25    ？2  548   880   8△4   144  

第2国刈（4‘，10．20）（ナ㌔当ダ）  

竺＝ 
亘  

一  

14A  452  372 780  54ロ  72ロ   

蔓 22（彗 －  10  15  2 5ロ  20  15  

収景  0  0   －l－  〔‡竜一  
4  白  ‾‾   

1．240  1、552  1．0りr」  
38d 1－Dlヱ   

＿  1E 書15  5  18  

48 1 _D 28 1ロ  4  12．  

89d  7占0  744  784  1．20〔！   

15   

d．8  

1ム0  0  1．2  ＆8  0   ×叫 チ屯／－tテクノ   袈髭×ラ”   バヒア×ラブノ ‖   ダリス×ラ”ぎ誓て蒜T グリスjラジノケンタ！ラブノ     ぞ㍗×ラ”   ◆ラブノ      ヶ苅ソノ   パピア  ラジノ      オーナ ラブノ     ‖  フルー      51     ヤード  1草 丈  15d  十≡      25    25【一■25‡ ql一宇■「「】－ i     18－一     iB鵬蚤 1扱こ最  88タ       ロ       4         840タ                  2さ＿  B面責壷              ≡」÷・             56ダ                  詣  Lニ     580ダ   1．072                ■草 丈  2示「             い            5堤量 B再開磯  8ダ        ー！一    0〔1               440g   1．128               草丈平均  ・Jt    14  15  25    255  110エ）  22．7    187      収竜平均  50．8ダ    1ム  0  0    0  0  1．2        田  合苦十平均  5［〉．8チ                    医長平均  d2山ほ   1，141＿2   85る．0   821，2   841．2   5ム♀2   9772   
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第1回刈  弟 2 同刈  

1．0（］0 8［＝） る0〔〕 400  20D   

1“2 三宅牧野の施肥基準設定試験  

〔試験方法〕  

（1）供試牧野の場所と状態  

既存の村営牧野灯設置、標高5D O〝1、造成後占年経過、ケンタッキー・51フェスク80  

乳 オーチャードグラス20乳 ラジノクロバ岬若干混在と云う葦種構成で、雑草化による   

荒庚はすくない1生産力はha当り年問2t前後で低い。  

（2）処 理  

N ■  ち05  「姦20  Ca    1主無肥料区             2！慣 行 区【   －  5  う  2．4  
5 標 準 区  9   9   72  閃  

4   5 倍 区   2 7   2 7   21．る  

慣行＋Oa区  5   5   

標準＋Oa区  ●9   3                           2．4  2 ロ 0  た      9  エ写  2 0 D   ＝倍＋臨区  」27  2 7  21，△  2 0 口   
摘  賓  

蟄地、いね科108当  
．0（トOk目践  

年目以降1／ケ 

1■00K，  

一1dOl   



（5）処理年月日 4る年4月2日  

肥料の種類化成1号（1ミ15、12）  

恥貴を毎年1回春施用する。但し、石灰は2年白以降発とする。  

（4）規模  

1P＝＝2ナ乃×2†乃、1B＝三7P、58≠21p ・  

（5）ラジノ混播区の経過  

ラジノクロー′く一－の生育が旺盛で、いね科牧草を抑圧したので、挙措区よりも約1ケ月早   

い7月20日托諦1跡りを莫施した。ラジノクローバーほ各庭ともに10。当り500～900   

勒把達したが、いね科牧草はチモシー5D O勒、オーチャード1501（グが多い方で、その他   

のものは混在を認めろ科医であったぐ又、各区とも耕簿（カリヤス）の混在が多く、10a   

当り200～50D虻ダにも適していた。  

第2回刈は10月20日妊英施したが、触革（カリヤス）が全面を履い㌧ ラうノクローーパ   

ーはこのため消滅し、いね科牧草匿おいてもチモシ八一、ケンタッキーブルー、ケ／タグ章一  

51フェスクが僅かに認められ、収靂の殆んとの部分は雑草托よって占められていた。Lか   

し乍ら、越冬後のいわ科牧草の穀存率は高く、単播区と同じようであった。  

1－5 三宅牧野の更新法把関する予備調査  

〔調査方法〕  

（1）供試牧野の場所と草地の状態  

施肥基準設定試験と同じ  

（2）処 理  

7 完全緋起、 イ 強ハロー、 ウ 弱／＼ロー エ 鮨処理、 計4処理  

（5）導入草種と播種量、播礫月日  

ケ／メッキ⊥ブルーグラス、チモシー、バヒ7、グリス、ラジノ、計5種籾  

いね科2鞄／1D a、まめ科1Rグ／10a、“、4、2処粗柘植  

（4）施肥蜃（1Da当）  

N、ち05、K20、Oa、化成1号（15、15、12）施用  

9Kク 殉 7拘 200侮 2年目以降も同意施肥但しCaはh  

（5）規模．  

1P＝2椚×2†n、 1B－4Ⅰ）、 5B＝12P  

ー1占1－   



〔調査結果〕  

（1）年間4阿刈取調査の結果  

1ガ当ダ（ ）内草丈  

モシー・  

パヒ7  



0   288  4口D  占OC  808 1・UOO l・2001・4Dロ1・dOO l・800㌢  

（2）初年日の樺過  

年間比延4回の刈取を実施したが、既存の牧草の収束が大部分で、結果的には新規打導入   

した牧草あ幼君を保護するために、刈取を繰り返したような状況でふった。従って、各処理   

聞における新税導入牧草の定着状況な比較すろまで把は至らなかっ七。究餅区ほ既存の牧草   

をはぎとって轟返したが、その他の処致区の仰程度再生した。越冬複の状況から新規導入   

牧草の定着率は完耕区が澱も良く、無処理では定着は熟知であるよう把荏亘察した。  

－1る5－・   



試】論 結 果   

（1）第1阿～第4回までのメ搾調査成績（1ナげ当生尊重ダ）  

第1回刈（4占．5．7）  

】 
無肥料  慣 行  標準 懐石灰  標石灰  5r吾石灰   

て二＝＼  ‘、＼▲  i巨倍   ‖        ケンタッキー51  114．8  590＿8  9492  1，584．0  258．8   55占．［   1，01占．0  オーチャード  172  450．0  1992  d2d．8     224．0  ヲ  ジ  ノ  492  252．0  524．0  90．0  1692  142．8  112．0  雑草その他  8．8  4．□  52．0  ‖  20．0  d．8  55．2  5．2  合  否十  190．0  1，29d．8  1．524．4  2．52（〕．8 1790  488・リ 92ロ・0   1，5572      100  ●   57dj 7D．9  弓   104．7   
第 2回刈（4占．6．22）  

‾－ －－ 口  

2ッキー51   

54．8喜 28R2   515．2  1．241．2  1る28  544．  
1ろ．8   

チャ 
42．8   40．0   172   、－、－     標 雅  5  倍  j慣石沢  ；標石灰                    ード  75・21 54・8   1292  21J～．0  204．0  2うq．8    ジ  ノ  1812    292   294．8  72．0  202．8  228．0    ：その他  54．8   45．2   4AO  ス2        甲  524・D！598・4   781．2  1．55d．4  る12，4  842．8  1，755，2  L行区比    100  」＿  19d．1   585．d 」】．⊥  15乙7  211．5  4ち5・Ol   

芽；う回刈（4d．8．12）  
、 

→－＼－－、   ＼．   

ケンタブキー51   

オーチャード   無肥料】慣 行   標 準  5 倍i慣石灰   標石灰  5倍石灰I    772  515．2  154．8  404．0  222．8  188．0  5る4，0    42，8  1492  156．0  272．0  1892  94．8  140．0  ラ  ブ  ノ  d2．8  15D．8  12る，8  1d4．0  156．口  504．0  d口．8  雑草その他  590＿8  294．8  5dnD  5d．8  52C．0  458．8  572  合  計  575．d  908．0  l757d  87d．0  8d8．口  1，025．d  822．D  対慣行区比  d5．2  100  蔓 85・4  96．5  95．d  115．0  90．5   
－1△4－   



第4［司刈（d d．10．20）   

＼ 無肥料  慣 行   榎 準   
ケンクッキー51   22．8   25．2   292   

オー・チャード   5占．D   

テ  ク  ノ   0   120．0  】 74・8          0   1．2 m   
雑考その他  158＿8   

合  計   217d   

対偶行区比  111．G   5D．8  58．8        19d．0  1d4．D      1‖∩  85．7   
n  

120．0  】 74・8  1172  10D．0  0   1．2 m  2．8  0  5D．8  58．8  78．8  105．2  19d．0  1d4．D  50る．8  n  25d．0  1‖∩  85．7  156．5  l150．d l   
5  倍  塀石灰   

2．8  0  4．0  D  78．8  105．2  175．2  44．0   
50る．8  n  25d．0  279d   241，d   

156．5  l150．d  
l   

125．5   142．7 u  
（2）年間合計収量（1～4回刈）   

無肥料  慣 行  r表▼宕  ∃5 情事慣石灰   

8占8．1〕   524．0  598．4   
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州1と5【   



（5）経 過  

年間忙おける生革収受の合計を比較するとグラフのように施肥長の増大するに従って収畳   

も増加した。又、石灰区も同じような傾向を示したが、軽石灰区よりも生産力は劣った。こ  

れは追肥の型で石灰（2．000k／10a）な充分土壌と混合できないまま化学肥料を簸伺し   

たため忙成分の棟散（ロス）Kよるものと考える。  

－1る6－   


